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カワウは，北海道から九州までの各地に生息していたと言われている（清棲1952，黒田

1925)．しかし，それら各地の生息についての記載はあまり残っていない．多くの記事や報告

が，カワウが減少し，1971年に最小の数千羽になってから以降のものである．一方，現在で

はカワウの羽数の増加にともなって，各地で食害など，人との摩擦によって生じたさまざま

な問題が起こっている．それらの問題に対処するためには，カワウの生息状況を科学的に検

討することができる，より多くの調査研究の進展が望まれる．それらに少しでも役立つよう

に，これまでに報告された日本のカワウに関する文献資料を収集し，内容別に６項目に分け

てリストを作成した．体裁の整っていない報告も多かったが，印刷またはそれに準ずる形の

報告はできるだけ含めた．また，カワウの調査研究の動きがわかるように，各種の学会や研

究会で発表された講演要旨も収集した．カワウについての記事が，一部にのみしか含まれな

いものは，基本的に除外した．リストにあげた資料の一部は｢かわう」（カワウ標識調査グル

ープニュースレター）２～３，５～７，１２号に掲載されたものである．また，一部の報告は，

内容が複数の項目に分かれていたが，主要な内容を選び，いずれかの項目に加えた．

約260編の文献資料が収集できた.内容についてはカワウの生活状況を含む生息に関するも

のが最も多く，約４割を占めていた．次いで，繁殖，日常行動，移動・分散，食性などの生

態に関するものであった．非常に詳しく研究された報告が一部にあった一方で，簡単な記録

を中心に記載されたものも少なくなかった．年代別の流れでは，1970年代の多くの報告は，

残存したコロニーの状況や新コロニーの発見など生息状況に関するものであった．その後の

1980～1990年代前半から，東京都台東区不忍池コロニーでの繁殖などの生態や，不忍池コロ

ニーと愛知県知多郡鵜の山コロニーでの標識調査に関する報告などが加わった．1990年代後

半では，安定同位体比の手法を用いた食性などの解析，コロニー内の植生への糞などの影響，

重金属や有機化学物質の体内蓄積などについても詳しい報告がされ始めている．今後，より

科学的で多岐にわたる報告がされると共に，今まで報告のほとんどない個体群動態に関する

研究が進むことを願いたい．

資料収集に際して，井関直政，石田朗，亀田佳代子，加藤七枝，成末雅恵，佐藤孝二，田

辺信介の諸氏がご協力下さった．あわせて謝意を表したい．
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